
 

２０１３年８月６日 

 

明治安田生命 夏に関するアンケート調査を実施！ 

景気回復の兆し！？ 夏休みに使うお金は３年ぶりに増加！ 

今年の夏は「国内旅行」が人気！ 「帰省」を５年ぶりに逆転！ 

 明治安田生命保険相互会社（執行役社長 根岸 秋男）は、お盆の帰省シーズンを前に、夏に関

するアンケート調査を実施しましたのでご報告します。 

○今年の夏休み（詳細は４～７ページ参照） 

■アベノミクス効果！？ 夏休みに使うお金は３年ぶり増加の「８３，６２２円」！  

■この夏、日本は観光人気！？ 「国内旅行」が「帰省」を５年ぶりに逆転！ 

 今年も長い夏休み！一昨年・昨年の「９．５日」に次ぐ長さの「８．８日」 

 「国内旅行」が３．０ポイント増加し「帰省」を５年ぶりに逆転！ 

 夏休みは「自宅でゆっくり」派が５年ぶりの７割超！「暑いので外出したくない」が    

一番の上昇！ 

 アベノミクス効果！？夏休みに使う平均金額は「８３，６２２円」と３年ぶりに増加！  

 

○帰省の交通手段と費用（詳細は８～９ページ参照） 

■「飛行機」派が３年連続の増加！ うち約２割は「ＬＣＣ」を利用 

■帰省手段はお金をかけても「楽」重視！？ 交通費が３年連続増加！  

 帰省交通手段は「飛行機」利用が３年連続で増加の１４．３％！うち「ＬＣＣ」の利用は 

約２割！  

 帰省交通費は「２９，９１０円」と３年連続で増加し、お金をかけても快適さを求めると 

いう結果に。一方、おみやげ代は「９，３５０円」で２年連続で１万円割れ 

 

○節電への取組み（詳細は１０～１１ページ参照） 

■猛暑や電力需給が影響？ 節電への取組みは昨年より大幅減の８０％割れ 

 節電への取組みは昨年より約１０ポイント減の「７８．５％」。取り組む理由は「家計に 

よいから」 

 冷房の設定温度は依然高めの「２７．０℃」 

 

【番外編】「夏」でイメージする有名人とその理由（詳細は１２ページ参照）  

 ■夏でイメージする有名人 １位はサザンオールスターズの「桑田佳祐」さん、２位は 

ＴＵＢＥの「前田亘輝」さん！３位は「加山雄三」さん、４位は「松崎しげる」さん！ 
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対象者の属性 
 

 

１． 調査対象 

２０～５９歳の男性・女性 

 

 

２． 調査エリア 

全国 

 

 

３． 調査期間 

２０１３年７月５日（金）～７月９日（火） 

 

 

４． 調査方法 

インターネット調査 

 

 

５． 有効回答者数 

１，１３９人 

 

 

６． 回答者の内訳 
（単位：人） 

 ２０歳代 ３０歳代 ４０歳代 ５０歳代 計 

男性 １４１ １３９ １４０ １４９ ５６９ 

女性 １４１ １４６ １４２ １４１ ５７０ 

計 ２８２ ２８５ ２８２ ２９０ １，１３９ 
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１．今年の夏休み 

（１）夏休みの日数の理想と現実 

夏休みは依然長期化傾向！ 

一昨年・昨年の「９．５日」に次ぐ長さの「８．８日」 

・ 毎年恒例の夏休みの日数について聞いてみたところ、今年は２０１１年・２０１２年の 

「９．５日」に次ぐ長さの「８．８日」となっています。日数分布で見ると、昨年同様     

「４日～７日」（３９．８％）が最多、「８日～１０日」（１８．３％）が２位でした。 

・ また、理想の夏休みの日数について聞いてみたところ、全体平均では「１２．５日」で現

実の日数とは３．７日の差があり、もう少し長い夏休みがほしいという人が多いようです。 

・ 専業主婦では夏休みの日数が「０日」（２７．３％）が最多となりました。家族で協力し、

主婦もたまにはお休みできるとよいですね。 

 

Ｑ．あなたの夏休みの日数は何日ですか（土日も含め連続しての日数） 

回答者数 ０日間 １～３日間 ４～７日間 ８～10日間 11～19日間 20日間以上 平均

(人） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （日間）

2013年全体 1139 11.7 18.0 39.8 18.3 2.5 9.7 8.8

2012年全体 1110 11.3 16.4 39.7 18.4 3.2 11.0 9.5

11.7

18.0

39.8

18.3

2.5

9.711.3

16.4

39.7

18.4

3.2

11.0

0%

20%

40%

60% 2013年全体(1139人)

2012年全体(1110人)

 

＜参考＞夏休みの日数の過去の推移 

2013年 2012年 2011年 2010年 2009年 2008年 2007年 2006年

平均日数（日） 8.8 9.5 9.5 8.1 7.7 6.5 7.9 6.3  

Ｑ．あなたの理想とする夏休みの日数は何日ですか（土日も含め連続しての日数） 

回答者数 ０日間 １～３日間 ４～７日間 ８～10日間 11～19日間 20日間以上
2013年

理想平均

2013年

現実平均

2013年

理想－現実

（人） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （日間） （日間） （日間）

1139 1.8 2.2 38.5 33.5 11.5 12.6 12.5 8.8 3.7

1.8 2.2

38.5

33.5

11.5 12.6

0%

20%

40%

60%
全体(1139人)

 
 

＜参考＞専業主婦の夏休みの日数の理想と現実比較 
0日間 1～3日間 4～7日間 8～10日間 11～19日間 20日間以上

理想の日数（％） 4.8 3.7 32.6 30.5 13.4 15.0

現実の日数（％） 27.3 8.6 25.8 13.1 5.1 20.2  
専業主婦は夏休み０日が最多 
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１．今年の夏休み 

（２）夏休みの過ごし方と理由 

「国内旅行」が「帰省」を５年ぶりに逆転！ 

「自宅でゆっくり」は５年ぶりに７割を超える！ 

・ 夏休みの過ごし方について聞いてみたところ、昨年から「国内旅行」（４０．４％）が   

３．０ポイント増加し、５．１ポイント減少の「帰省」（３４．３％）を５年ぶりに逆転

しました。富士山の世界文化遺産登録や、伊勢神宮の式年遷宮・出雲大社の大遷宮等によ

り、国内旅行熱が高まってきているのかもしれません。 

・ また、「自宅でゆっくり」（７１．１％）は、昨年から９．２ポイント増加し、５年ぶりに

７割を超えました。その理由を聞いてみたところ、トップは昨年同様、過半数の人が「疲

れをとりたい」（５５．６％）ですが、「暑いので外出したくない」（３５．９％）は昨年

より３．６ポイント上昇しています。今年の夏は７月初めから暑く、８月以降も引き続き

猛暑が予想されることから、外出を控える気持ちが強くなっているのかもしれません。 

 
Ｑ．今年の夏休みの過ごし方を教えてください（複数回答） 

 

 

回答者数 自宅でゆっくり 国内旅行 帰省
プール・遊園地・

テーマパーク
アウトドア 海外旅行 ボランティア その他

（人） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％）

2013年 全体 1139 71.1 40.4 34.3 18.8 17.8 9.3 1.6 7.2

2012年 全体 1110 61.9 37.4 39.4 20.2 17.4 9.1 1.7 8.6

71.1

40.4
34.3

18.8 17.8

9.3

1.6
7.2

61.9

37.4 39.4

20.2
17.4

9.1

1.7

8.6

0%

20%

40%

60%

80% 2013年全体(1139人)

2012年全体(1110人)

 

 

 

2013年 2012年 2011年 2010年 2009年 2008年

自宅でゆっくり（％） 71.1 61.9 59.2 61.8 66.2 73.5

国内旅行（％） 40.4 37.4 38.6 37.7 35.8 37.6

帰省（％） 34.3 39.4 40.2 38.2 39.8 27.1  

 

Ｑ．夏休みを自宅で過ごす理由を教えてください（複数回答） 

回答者数
疲れを

とりたい

出費が

かさむので

外出すると

混雑している

ので

暑いので

外出したくない

自分の趣味や

時間を楽しみ

たい

子供や配偶者

と予定が

合わない

家で仕事を

する
その他

（人） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％）

2013年 自宅でゆっくりする人 810 55.6 42.7 36.9 35.9 30.9 16.4 7.0 5.3

2012年 自宅でゆっくりする人 687 56.3 42.5 38.9 32.3 35.5 16.2 7.1 5.4

55.6

42.7
36.9 35.9

30.9

16.4

7.0 5.3

56.3

42.5
38.9

32.3
35.5

16.2

7.1 5.4

0%

20%

40%

60%

80% 2013年自宅でゆっくりする人(810人)

2012年自宅でゆっくりする人(687人)

  

国内旅行が５年ぶりに帰省を逆転 ５年ぶりに７割超 

11.7

18.0

39.8

18.3

2.5

9.711.3

16.4

39.7

18.4

3.2

11.0

0%

20%

40%

60%
2013年全体(1139人)

2012年全体(1110人)

12.5
14.1

20.1

16.2

7.2

10.4

2.1
3.1

0.7
2.0

3.0

0.1 0.0 0.4 0.6 1.2
0.0 0.0 0.0 0.0

6.4

14.0

11.4

16.0 15.3

7.7

10.5

3.2
4.8

0.6

2.9 3.3

0.0 0.3 0.0 0.4
1.3

0.0 0.0 0.0 0.0

8.3

0%

10%

20%

30% 2013年自宅でゆっくりする人(810人)

2012年自宅でゆっくりする人(687人)
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１．今年の夏休み 

（３）夏休みに費やす金額 

アベノミクス効果！？ 

夏休みに使うお金は「８３，６２２円」と３年ぶりの増加 

・ 夏休みに費やす金額について聞いてみました。 

・ 全体の平均は「８３，６２２円」で昨年から６４８円増加し、３年ぶりの増加となりまし

た。アベノミクス効果により景況感が上昇し、徐々に財布の紐が緩んできているのかもし

れませんね。 

・ 家族構成別では、「既婚子どもあり」世帯が「９４,０９２円」と、昨年から７,２９２円

増加し、当項目の調査を開始した２００８年以降最高となりました。 

・ なお、同世帯の夏休みの過ごし方をみると、「帰省」が５．３ポイント減少している一方、

「国内旅行」・「プール・遊園地・テーマパーク」・「アウトドア」・「海外旅行」の合計が昨

年から２．４ポイント増加しています。家族でレジャーに使うお金が増えているのかもし

れません。 

 

Ｑ．夏休みに使うお金はいくらですか 
  

 

 

（円）

2013年 2012年 2011年 2010年 2009年 2008年

全体 83,622 82,974 84,848 86,159 84,736 76,955

未婚計 64,339 68,583 77,223 79,163 71,594 59,601

既婚計 91,488 88,651 87,818 88,098 89,990 87,620

既婚子どもなし計 71,681 100,191 73,250 78,774 73,979 82,296

既婚子どもあり計 94,092 86,800 90,115 89,442 91,896 88,962  
 

 

＜参考＞「既婚子どもあり」今年の夏休みの過ごし方（複数回答） 

回答者数 自宅でゆっくり 国内旅行 帰省

プール・

遊園地・

テーマパーク

アウトドア 海外旅行 ボランティア その他

（人） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％）

2013年 715 70.3 39.0 39.3 22.4 18.6 7.4 1.1 4.6

2012年 686 62.1 37.3 44.6 24.5 18.1 5.1 0.3 6.3  

２００８年以降最高 

 

３年ぶりの増加（６４８円） 

合計で昨年より２．４％増加 
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１．今年の夏休み 

（４）旅行の行き先 

「国内旅行」は見どころ多い「関東」が１番人気！ 

「海外旅行」は「ヨーロッパ」・「北アメリカ」など遠方が人気！ 

・ 夏休みの過ごし方で「国内旅行」・「海外旅行」と回答した人に行き先を聞いてみました。 

・ 「国内旅行」では「関東」（３３．３％）がトップ。次いで「近畿」（２１．３％）が２位、
「甲信越・北陸」（１８．９％）が３位となりました。東京スカイツリーが開業から１周

年を迎えたことや、東京駅舎が改修されたことなどが、「関東」人気に一役買っているの
でしょうか。 

・ 「海外旅行」では、「アジア」（５５．７％）が最多でしたが、昨年からは２．７ポイント
減少しました。代わりに「ヨーロッパ」（２９．２％）が昨年から１．５ポイント増加、

「北アメリカ」（２２．６％）が４．８ポイント増加し、遠出の傾向がみられます。景況

感が上向いていることが、お金をかけて遠出する背景にあるのかもしれませんね。 
 
Ｑ．国内旅行はどの地域に行きますか（複数回答） 

回答者数 関東 近畿 甲信越・北陸 九州・沖縄 北海道 東海 東北 中国 四国

（人） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％）

2013年 国内旅行をする人 460 33.3 21.3 18.9 17.4 16.3 15.0 11.5 8.9 7.0

2012年 国内旅行をする人 415 32.3 24.8 21.2 17.6 14.0 15.2 13.5 10.8 5.5

33.3

21.3
18.9

17.4 16.3 15.0

11.5
8.9

7.0

32.3

24.8

21.2

17.6

14.0 15.2
13.5

10.8

5.5

0%

10%

20%

30%

40% 2013年国内旅行をする人(460人)

2012年国内旅行をする人(415人)

 
 
 
Ｑ．海外旅行はどの地域に行きますか（複数回答） 

回答者数 アジア ヨーロッパ 北アメリカ オセアニア 南アメリカ アフリカ

（人） （％） （％） （％） （％） （％） （％）

2013年 海外旅行をする人 106 55.7 29.2 22.6 5.7 3.8 1.9

2012年 海外旅行をする人 101 58.4 27.7 17.8 11.9 3.0 1.0

55.7

29.2
22.6

5.7 3.8 1.9

58.4

27.7

17.8
11.9

3.0 1.0

0%

20%

40%

60%

80%
2013年海外旅行をする人(106人)

2012年海外旅行をする人(101人)

 
 

 

 

 

 

33.3

21.3
18.9

17.4 16.3 15.0

11.5
8.9

7.0

32.3

24.8

21.2

17.6

14.0 15.2
13.5

10.8

5.5

0%

10%

20%

30%

40% 2013年国内旅行をする人(460人)

2012年国内旅行をする人(415人)
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２．帰省の交通手段と費用 

（１）帰省の交通手段 

「飛行機」を使った帰省が３年連続増加！ 

「飛行機」利用者のうち約２割は「ＬＣＣ」を利用！ 

・ 帰省する方に、帰省手段について聞いてみました。 

・ 「飛行機」（１４．３％）は３年連続の増加、そのうち「ＬＣＣ※」（２．８％）利用者

は約２割となっています。「ＬＣＣ」の普及なども「飛行機」利用者増加の一因となっ

ているのかもしれません。 

※ローコストキャリア（格安航空会社）の略 

・ 今年もトップは「自動車」（６９．８％）で約７割となりました。円安等により、ガソ

リン価格が高騰していると言われていますが、引き続き高い数値であり、自動車が帰

省に欠かせない交通手段であることがうかがえます。 

 

Ｑ．帰省手段として、何を使いますか（複数回答） 

1 4 7 8 10 11

うちＬＣＣ

（人） （％） （％） （％） （％） （％） （％）

2013年 帰省する人 391 69.8 16.9 16.6 14.3 2.8 2.6

2012年 帰省する人 437 69.6 18.3 18.3 12.8 *** 4.8

2011年 帰省する人 443 67.0 15.1 16.9 11.1 *** 6.3

2010年 帰省する人 410 72.2 14.4 14.6 10.2 *** 5.4

2009年 帰省する人 497 *** *** 14.7 13.5 *** 6.6

回答者数 自動車（計） 在来線（計） 新幹線 飛行機（計） その他

69.8

16.9 16.6
14.3

2.8 2.6

69.6

18.3 18.3
12.8

4.8

67.0

15.1 16.9

11.1
6.3

0%

20%

40%

60%

80%

2013年帰省する人(391人)

2012年帰省する人(437人)

2011年帰省する人(443人)

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

飛行機利用者が 

３年連続増加 
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２．帰省の交通手段と費用 

（２）帰省に費やすお金 

帰省手段はお金をかけても「楽」重視！？ 交通費が３年連続増加！ 

・ 帰省の際に費やす交通費とおみやげ代を聞いてみました。 

・ 全体では、帰省交通費が「２９,９１０円」で昨年から１，４０２円増加し、３年連続の

増加となりました。 

・ 一方で、おみやげ代は１３７円減少して「９，３５０円」となり、２年連続で１万円を割

り、４年連続で減少しました。交通手段は８ページにもあるように、「飛行機」を利用す

るなどお金をかけて快適さを求め、その分、おみやげ代を節約しているということでしょ

うか。 

 

Ｑ．帰省費用はいくらですか（交通費＋おみやげ代） 

前年差 前年差 前年差

全体 29,910 1,402 9,350 △137 39,261 1,266

未婚計 21,513 4,624 5,923 △521 27,436 4,103

既婚計 32,003 851 10,204 24 42,208 877

既婚子どもなし計 29,875 △5,425 8,969 △831 38,844 △6,256

既婚子どもあり計 32,246 1,772 10,345 103 42,591 1,875

平均交通費（円） 平均おみやげ代（円） 平均帰省費用（円）

 

 

＜参考＞帰省費用の過去の推移 

 

2013年 2012年 2011年 2010年 2009年

平均交通費（円） 29,910 28,508 27,384 26,352 29,286

平均おみやげ代（円） 9,350 9,487 10,007 10,071 10,211

平均帰省費用（円） 39,261 37,995 37,391 36,423 39,497

４年連続の減少！ 

３年連続の増加 
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３．節電への取組み 

（１）節電に対する意識と取組み 

猛暑や電力需給が影響？ 節電への取組みは昨年より大幅減の８０％割れ 

・ 節電意識について聞いてみました。 

・ 全体の「７８．５％」の人が、節電に取り組むことがわかりました。これは、昨年から   

１０．１ポイントの大幅な減少です。この夏が猛暑であることや、電力需給がそれほど逼

迫していないと言われていることが影響しているのでしょうか。 

・ 節電に取り組む人に、節電にどの程度取り組むかを聞いてみたところ、９割以上の方が「昨

年と同程度」以上取り組むという結果になりました。 

・ 節電に取り組む理由については、上位３位の「家計によいから」（７９．１％）、「普段か

ら取り組んでいるから」（４２．２％）、「環境に優しいライフスタイルだから」（３７．４％）

がそれぞれ増加しています。一方、「社会に貢献できるから」（３３．１％）は減少となっ

ています。節電は無理して取り組むのではなく、日常生活の一部となってきているようで

す。 

 

Ｑ．今年の夏は節電に取り組みますか 

 

回答者数 取り組む 取り組まない

（人） （％） （％）

2013年 1139 78.5 21.5

2012年 1110 88.6 11.4  
 

Ｑ．昨年と比べ、節電にどの程度取組みますか 

13.5

16.4

10.8

23.5

18.9

27.8

57.9

60.0

56.0

4.3

3.2

5.2

0.8

1.4

0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

節電に取り組む人(894人)

男性計(433人)

女性計(461人)

積極的に取り組む やや積極的に取り組む 昨年と同程度 やや控えめに取り組む 控えめに取り組む

 
 

Ｑ．節電に取り組む理由を教えてください（複数回答） 
 

家計によいから

普段から

取り組んで

いるから

環境に優しい

ライフスタイル

だから

社会に貢献

できるから

（％） （％） （％） （％）

2013年 節電に取り組む人 79.1 42.2 37.4 33.1

2012年 節電に取り組む人 75.0 36.3 33.9 40.5  

昨年と同程度以上が９割以上 
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３．節電への取組み 

（２）冷房の設定温度 

冷房の設定温度は依然高めの「２７．０℃」 

・ 恒例の冷房の設定温度について聞いてみました。 

・ 今年は昨年より０．１℃低い「２７．０℃」となり、２年連続で下がりました。しかし、

東日本大震災前の２０１０年以前は２６．０℃台であったことと比べると、依然節電を意

識した温度設定のようです。 

 

 

 

Ｑ．冷房の設定温度は何度ですか 

1.3

0.6

0.8

1.7

1.4

0.4

7.8

4.5

3.3

13.5

12.8

9.0

23.6

22.6

19.3

29.3

32.7

40.7

3.4

2.8

6.2

0.9

0.5

0.9

3.0

4.2

1.5

15.5

17.8

18.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2013年 全体（1139人）

2012年 全体（1110人）

2011年 全体（1102人）

冷房なし２３℃ ２４℃ ２５℃ ２７℃ ２８℃ ２９℃ ３０℃
わからない／

意識していない
２６℃

 

 

2013年 2012年 2011年 2010年 2009年 2008年

全体 27.0℃ 27.1℃ 27.5℃ 26.5℃ 26.6℃ 26.8℃  
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【番外編】 

「夏」でイメージする有名人とその理由 

「桑田佳祐」さん（サザンオールスターズ）がトップ！ 

２位は「前田亘輝」さん（ＴＵＢＥ）！ 

３位・４位は「加山雄三」さん・「松崎しげる」さんがランクイン！ 

・ 「夏」でイメージする有名人を聞いてみました 

・ 「桑田佳祐」さん（サザンオールスターズ）（３５．３％）が１位、「前田亘輝」さん    

（ＴＵＢＥ）（３２．６％）が２位となり、２人合わせて約７割と圧倒的な結果となりま

した。 

・ また、３位は「加山雄三」さん（３．０％）、４位は「松崎しげる」さん（２．５％）      

となり、依然、夏といえばお二人を思い浮かべる人も多いようです。 

・ 女性では朝の連続テレビドラマ主演の「能年玲奈」さん（１．６％）がトップ！ 

・ また、その理由を聞いたところ、曲・歌のイメージが強いようです。他には、夏の服装や、

海が似合うといったことから連想するという意見も多くありました。また、「桑田佳祐」

さんや「能年玲奈」さんのように、テレビやＣＭ等で話題となっている人はイメージしや

すくなるようです。 

 

Ｑ．夏といえば思い浮かぶ有名人は誰ですか（敬称略） 
順位 名前 回答者数（人） 占率（％）

1 桑田佳祐（サザンオールスターズ） 402 35.3

2 前田亘輝（TUBE） 371 32.6

3 加山雄三 34 3.0

4 松崎しげる 28 2.5

5 北島康介 21 1.8

6 能年玲奈 18 1.6

7 ベッキー 12 1.1

8 福山雅治 11 1.0
8 安室奈美恵 11 1.0

10 木村拓哉（SMAP） 10 0.9

10 山口智充 10 0.9  
 

＜参考＞その有名人を選んだ理由を教えてください 

桑田佳祐

（サザンオールスターズ）

・夏の曲を歌っているイメージが強い
・活動再開で話題になっており、すぐに頭に浮かんだ

・元気が出る明るいイメージだから

前田亘輝

（TUBE）

・夏になると曲をよく聞くから
・夏によく露出しているから

・夏の服装がよく似合うから

加山雄三
・海がよく似合うから
・夏の服装がよく似合うから

・海で夏の歌を歌うイメージが強い

松崎しげる
・日焼けしているイメージが強いから
・夏のコマーシャルのイメージがある

・夏の歌が印象的

北島康介
・夏のスポーツの選手だから
・夏のオリンピックのイメージが強い

・水着姿がよく似合う

能年玲奈
・爽やかで水色が似合うイメージだから
・海女役のテレビドラマで毎日拝見するから

・海がよく似合う  


